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■ 会 長 報 告           内山 淑夫君 

今月は『経済と地域社会の発展月間』となって

おります。何を今更という訳では無いのですが、

世界ロータリーの暦ですので広い世界にはまだ

まだ同一国内でも偏りがあると言うことだと思

います。諸外国の国内格差と言いますとインフラ

からして違うわけです。高層ビルが林立している

ところと、地方では電気すらない、上水道すらな

いというところがあります。日本国内ではたいて

い山の中でも電気や簡易水道くらいはあります。

まあ、こういうものがないところに住む人はいな

いと言うことも言えますが。 
中国などは極端に海側と内陸部では隔たりが

あるようです。為政者にとってはこの格差が命取

りになりかねないことから何とかしようとして

いた矢先に例の高速鉄道事故があり、車両をその

場で埋めようとして世界のひんしゅくを買った

ことがありました。以下はいい悪いと言うことで

はなく、という前提ですが。全土を高速鉄道で網

羅するというのはロマンではなくて、これによっ

て人と物の移動をスムースにし南北格差を解消

しない限り為政者は存在できないというもので

す。飯が食えるか喰えないかで革命が成り立って

きた歴史があります。政権を取って代わられた時

点で、元の為政者は一族もろとも葬り去られてし

まいます。文字通り死を意味するのです。従って、

呆けた日本人が信じられな－いと叫んだところ

で屁とも思われません。日本の常識は世界の非常

識といわれてもしょうがない思いです。例え失敗

作を埋めてしまっても高速鉄道網を敷き詰める

という命題の遂行を一瞬たりとも遅らせるわけ

にはいかないという鉄の意志です。 
話が逸れました。中国のこととなるとついムキ

になる悪い癖が出ました。かように国内に経済格

差がある国がたくさんあるという話でした。私ど

もは大変豊かな国をつくり、生きてこれた感謝と、

そろそろ、たとえ、個人レベルであっても、世界

にできることを探すべきときだと痛感します。 

■ 理 事 会 報 告         竹田 敏和君 

・10・11・12 月プログラムについて 承認され 

 ました。 

・10/9 社会奉仕担当卓話について 「健康づく 

 りについて」というテーマで中部健康福祉セ

ンター所長の高橋治子様に卓話依頼を引き受

けて頂きました。 

・10/23 職場訪問例会について サッポロビール 

 工場に向かう道で一部道路の工事があり注意

を促し、承認されました。 

・10/12 市民文化祭ポリオキャンペーンついて 

当日藤枝南の特設ブースを作って頂けること

になり、担当者を御願いする件は承認されま

した。 

・年忘れ例会について 12 月 25 日小杉苑で行わ 

 れる事を承認されました。詳しくは今後詰め

ていきます。 

・大道芸ワールドカップ エンドポリオ協賛募

集について 6 社の協賛者が決定いたしまし

た。 

・地区大会 クラブ活動事例紹介依頼について 

地区大会 6日に発表させる各クラブ活動事例

紹介に南クラブは会員旅行を発表することに

なりました。写真担当は若林君、原稿担当は

内山会長に御願いすることで承認されまし

た。 

・青少年委員会「コスモス畑でお話し会」主催

について 今までは共催で活動してきました

「お話し会」を主催として活動することと設

営費 20,000 円委員会費で出す事が承認されま

した。 
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・藤枝 RC「夢計画」藤枝再発見 健康ウォーキン 

 グについて 会員に協力配布をして頂く事が

承認されました。 

■ 幹 事 報 告           竹田 敏和君 

・第２６２０地区より 
 ロータリー文庫よりクラブ HP にて「ロータ 
 リー文庫」のリンクの御願いと英字版ロータ 
 リの友が届いております。 
・静岡県青少年海外研修協会より 
 平成 27 年度中高正海外派遣団員募集のポス 
 ター施設掲示依頼が届いております。 

■ 出 席 報 告            平原 望君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

40／46 86.95％ 44／46 95.65％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○鈴木照君 ○樽井君 ○早川君 ○松浦君 

○藪崎宰君 川口君  

(２)メークアップ者  

早川 清人君（静岡北） 森竹 正晃君（静岡北） 

■ スマイル B O X           平原 望君 

・誕生日プレゼントありがとう。早いもので来

年より後期高齢者になります。 玉木 末雄君 
・妻の誕生日プレゼント、そして結婚プレゼン

トありがとうございました。これからも仲良

くしていきたいと思います。  山田 壽久君 
・誕生日プレゼントありがとうございます。ク

ラブに入り早 20 年、55 となります。 
樽井 勉君 

・妻の誕生日プレゼント誠にありがとうござい

ます。            植田 裕明君 
・皆出席のプレゼントありがとうございます。

ブドウおいしくいただきました。ごちそう様

でした。            杉浦 聡君 
・家内の誕生日プレゼントありがとうございま

した。最近、妻のありがたさが身にしみてま

す。             江﨑 直利君 
・結婚プレゼントありがとうございます。また会 
 社も創立 50 周年を迎えました。 小池 吉久君 

スマイル累計額  ３０５，０００円 

 

■ 会 員 卓 話                   

 

 

内藤 浩光君 

 

 

 

『Again』 

天使の都バンコクから、昨日戻って来ました。 

目的は、タイの薬草研究機関の先生とのパイプ作

りでしたが、間に、世界でただ一つの象の病院と

か、エメラルド寺院、大きな涅槃像の有るお寺、

粒揃いのお姉さんのいるクラブ、ほこりだらけで

大渋滞の道路、日本からやって来ても、結局一旗

揚げられず、汲々とビジネス仲介コミッション等

で生活している小粒の詐欺師の男達、建設ラッシ

ュの巨大ビル群、未練たらたらの男達とは逆に、

過去に執着せず、屹立したカッコイイ、シングル

マザー達、何度失敗しても、また巻き返せるチャ

ンスを提供してくれる、まさに YUI の歌った

『Again』の歌詞のように、『自分の青い空』を探

してる知的で魅力的な女性で一杯の街でもあり

ます。 

 

 

 

 

 江﨑 直利君 

 

 

 

「お花畑でお話し会」について 

昨年のちょうど今頃、藤枝南ＲＣ主催で映画「じ

んじん」の上映会を行いました。 

２回上映で延べ５５０名の方にご来場いただき

ました。 

その節はチケット販売や駐車場係などお力添え

ありがとうございました。 

その後、瀬戸谷の佐野さんの畑に毎年、綺麗な花

が植えてあるので、そこで、共催で協力してくれ

た地元お話し会の方々と、何かできないか？と思

いついたのがきっかけです。 

今年の３月１５日、菜の花畑の中で約８０名が集

まりお話し会を開催しました。 

 だいたいお話し会は部屋の中で実施するのが

普通です。 
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それを畑一面、黄色の花と菜の花の香りがする贅

沢なステージで開催するのですから演者のテン

ションがあがるのも、もっともです。 

次は夏、ひまわりです。 

佐野さんが、地元の方と種まきをするところか

ら始まります 

佐野さんがステージのバックを工夫して背丈

ぐらいのひまわりを植えてくださいました。 

７月２６日 猛暑の中 第二回目 ひまわり畑

でお話し会を実施しました。 

次は１０月２５日 第三回のコスモス畑でお話

し会を予定 

今後どうするかはわかりませんが、佐野さんの全

面的協力がなければ実現できなかった事です。有

難うございました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今週の一言          森竹 正晃君 

私の健康法 
前回も少しお話を

しましたが、野菜を

中心に食生活をし

ております、 
こどもが概ね目を

追ってくる様に成

りましたので、こどもとの時間を大切にする事が 
今の健康法です。 
 

 

 

 

 

１０月のお祝い 

おめでとう 

ございます！ 
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例会日 クラブ行事 摘要 

10/9（金） 

第 1153 回 

社会奉仕委員会 

担当 
 

10/16（金） 

第 1154 回 
外部卓話  

10/23（金） 

第 1155 回 

職場訪問例会 

サッポロビール 
 

10/30（金） 休会③  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(担当／渡邊芳君) 


